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開倫塾ニュース第 282号 2024年 9月号巻頭言原稿 2024年7月1日(月)

開倫塾の塾生の皆様全員に、目指していただきたいのは何か。

①第一は『学校成績（校内順位）大幅アップ』、②第二は『3大検定学年相応級以上合格』、③第三

は『トップ校・難関校を含む第一志望校合格』です！！

開倫塾

塾長 林明夫

Ｑ：開倫塾の塾生の皆様全員に、目指していただきたい第一は何ですか。

Ａ：「全塾生、学校成績（校内順位）大幅アップ」です。

Ｑ：そのためには、何を、どうすればよいのですか。

Ａ：（１）①まずは、「学校教科書」「学校問題集」を家庭や開倫塾での自学自習で、ていねいに「予

習」することです。

②次に、学校の「授業」を「ノートを取りながら」しっかり聴くことです。

③さらに、授業後は「復習」、つまり、「学校教科書」「学校問題集」「授業プリント」「授

業ノート」を、もう一度しっかり学び直すことです。「問題はすべて解き直すこと」

も大切な「復習」です。

④このように、「予習」「授業」「復習」にしっかり取り組み、「深い理解」を目指すこと

が重要です。

〇「深い理解」とは、「自分のことばで、いい表す（表現・説明できる）こと」です。

（２）「深い理解」が得られたら、学校で学ぶ全教科の「学校教科書」を「スミからスミまで

覚え、定期試験で 100 点満点を取る」ことです。「学校教科書をスミからスミまで覚える」
のに最も役に立つのが、「定着のための三大練習」です。

＜定着のための三大練習＞とは、

①「音読練習・発音練習」、そして「暗唱（何も見ないでいえること）」

②「書き取り練習」、そして「暗記（何も見ないで書けること）」

③「計算・問題練習（答えが、条件反射で出るまでにすること）」

〇この 3つの練習です。
（３）「学校教科書」を用いて「予習」し、「授業」をしっかり受け、「学校教科書」をしっか

り「復習」すれば、「深い理解」が得られます。「深い理解」が得られたら、「定着のための

三大練習」を怠りなく行えば、「定期試験」で「全教科 100点満点」が取れ、「学校成績（校
内順位）」は「大幅アップ」します。

（４）①定期試験で全教科 100 点満点を取るためには、定期試験の 1 か月以上前から、全教科
の「定期試験対策」の勉強を開始することが、最も役に立ちます。

②定期試験直前では時間不足。間に合いません。

③家庭学習や開倫塾での自学自習では、「学校教科書」を用いて「予習」「復習」「定着

のための三大練習」「定期試験対策の準備」を、毎日行わなければなりません。小学
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生・中学生・高校生が最大活用すべきは、「学校教科書」「学校問題集」「学校授業ノ

ート」です。

〇学校のロッカーに「学校教科書」「学校問題集」「学校授業ノート」を置いて、家庭に

持ち帰らないと、「家庭学習」「開倫塾での自学自習」で「予習」「復習」「定着のため

の 3大練習」「1か月以上前からの定期試験対策」ができません。「学校教科書」や「学
校問題集」は、重くて大変かもしれませんが、毎日、ご家庭にお持ち帰りください。

〇どうしても、学校に「教科書」を置いてこなければならない理由がある場合には、「家

庭学習用」として、自分で「学校教科書」を購入することをお勧めします。

Ｑ：開倫塾の塾生の皆様全員に、目指していただきたい第二は何ですか。

Ａ：「全塾生、３大検定〈英検・漢検・数検）、学年相応級以上、毎年合格」です。

（１）＜全塾生、英検準 2 級プラス合格＞ 2025 年度から、英検準 2 級プラスがスタートします。
①高校 1年生（できれば中学 3年生）で英検準 2級に合格。
②高校 2年生（できれば高校 1年生）で英検準 2級プラスに合格。
③高校 3年生（できれば高校 2年生）で英検 2級に合格を果たしましょう。

（２）＜英検準 1級合格＞
医学部医学科や、難関大学を第一志望とする塾生は、全員、英検準 1 級を取得し、大学入試

では英語の試験免除を目指すことを強くお勧めします。

（３）＜漢検・数検＞

漢検・数検もまったく同様です。毎年、学年相応級以上を確実に取り続けることを、開倫塾

では強くお勧めします。大学入試、高校入試、公立中高一貫校入試・中学入試で、3 大検定学
年相応級以上合格は、強力なターボエンジンとなります。

Ｑ：開倫塾の塾生の皆様全員に、目指していただきたい第三は何ですか、

Ａ：「全塾生、トップ校・難関校を含む第一志望校合格」です。

（１）この実現のために欠かせないのが「第一志望校に合格する」という確固たる決意、つまり、

「受験生としての自覚」です。

（２）①目標はできるだけ高く持ち、学校訪問の 8 月前に、第一志望校を決定。受験生としての
自覚を強く持ち、入試当日まで「一心不乱」に机に向かうことです。

②家庭学習や開倫塾での自学自習で学習時間を確保。長時間自己学習で合格を果たすのみで

す。

③開倫塾では、塾の授業のある日もない日も、先生方の勤務時間内であれば、午後から夜 10
時 30分（東京は夜 10時）まで、自学自習を奨励しています。

（３）①トップ校・難関校は、受験学年から受験勉強を始めたのでは間に合わない場合が多々あり

ます。

②難易度に応じて、受験 2年前、3年前、4年前、5年前、6年前と早め早めの学年から「受
験生としての自覚」を持ち続け、「第一志望校合格」を目指すことをお勧めします。

③難関校ほど、読解力が求められます。「辞書・新聞・読書・図書館」に慣れ親しみ、「読

解力」を身に着けることをお勧めします。

〇開倫塾では、小学生・中学生・高校生の塾生全員に、ご家庭で毎日 30 分以上、新聞を読
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むことを強くお勧めします。

〇英検準 2 級合格後は、英字新聞（Japan News・読売新聞の英字新聞など）をご家庭で
購読し、毎日 1 ～ 2 時間以上お読みになると、英検準 2 級プラスや英検 2 級合格が確実
になります。大学共通テストで高得点を取ることが確実になります。

Ｑ：最後に一言どうぞ。

Ａ：開倫塾の教育目標は、「高い倫理」「高い学力」「高い国際理解」「自己学習能力の育成」の４

つです。

（１）①「高い倫理」とは、「課題山積社会」で求められる「自律的に行動する能力」

②「高い学力」とは、「知識基盤社会」で求められる「知識・情報・技術を相互作用的に用

いる能力」

③「高い国際理解」とは、「グローバル社会」で求められる「多様な集団で行動する能力」

④「自己学習能力」とは、「主体的に学ぶ能力」

〇こう考えます。

（２）このような意味での「核となるような能力（キー・コンピテンシーズ）」が備わると、

①「多様な選択肢のある人生を歩むことができる」

②「正常に機能する社会の形成に貢献」

（３）1979 年 10 月に創業させていただいた開倫塾は、おかげさまで本年 10 月、創業 45 周年を
迎えさせていただきます。これから 2029 年 10 月の創業 50 周年までの 5 年間は、「塾生の学力
向上」と「地域の教育力向上」のため、ここに記した初心に立ち返り、全社一丸となって取り

組みますので、どうかよろしくお願いいたします。

― 2024 年 7 月 1 日記―


